
放デイ・児発

「見つかりやすさ」チェックリスト
ヨリテラ

放デイ・児発の集客・採用サポート

保護者や求職者は、Googleマップ、検索、ポータルサイト、AIに聞くなど、いくつもの入口から事業所を探してい

ます。30項目のうち、いくつ当てはまるか確かめてみてください。すべて無料で直せるものです。

使い方：当てはまる項目に ✓ を付けます。チェックが付かなかった項目が、今日から直せる「伸びしろ」です。

1 Googleマップ（Googleビジネスプロフィール）

事業所のオーナー確認が済んでいる

済んでいないと、情報の修正や口コミへの返信ができません。

カテゴリーが実態に合っている

「託児所」「社会福祉センター」などになっていないか。AI検索もこの情報を使います。

事業所名に、サービスの種類が分かる言葉が入っている（放課後等デイサービス・児童発達支援）

営業時間が、ホームページ・ポータルサイトと同じ

学校休業日の時間も登録しておくと親切です。

電話番号とホームページのURLが登録されている

外観・室内・活動の様子の写真が10枚以上ある
お子さまの顔が分かる写真は避けるか、保護者の同意を得てから使います。

口コミすべてに、事業所として返信している

最新の投稿が1か月以内にある

同じ事業所の登録が2つ以上に分かれていない

「地域名＋放課後等デイサービス」で検索して、地図の上位3件に入っている

2 ホームページ

スマホで見やすく、文字が小さすぎない

対象年齢、支援内容、1日の流れが載っている

送迎の範囲（町名・学校名など）が載っている

空き状況（曜日ごとなど）が載っていて、更新日が分かる

利用までの流れと、受給者証・利用料の目安が説明されている

支援プログラムを公表している

2025年4月以降、インターネット等での公表と届出がないと、報酬減算の対象になります。

見学・体験の申し込み方法（電話・フォーム・LINE）が、どのページからも分かる

お知らせやブログが、3か月以内に更新されている

運営法人の名前と所在地が載っている

「https://」で始まり、ブラウザに警告が出ない



3 ポータルサイト・検索・AI検索

検索サイト（LITALICO発達ナビなど）の掲載ページを、事業所で管理している
公表データからの自動作成のままだと、写真がなく、問い合わせも受け付けられないことがあります。

ポータルサイトで、問い合わせの受付が有効になっている

ポータルサイトに写真・紹介文・空き状況が入っている

事業所名で検索すると、自社のホームページが一番上に出る

ChatGPTなどに「地域名＋おすすめの放課後等デイサービス」と聞くと、名前が出る

AIが紹介する内容（対象年齢・特色）が正しい

4 採用

ホームページに採用ページがある

給与・勤務時間・休日が、求人サイトとホームページで同じ

職場の雰囲気が分かる写真や、スタッフの声がある

Indeedなどの求人検索に、求人が表示される

25個以上

入口はよく整っています。数字の計測

と、継続的な更新で差をつけましょ

う。

15〜24個

伸びしろがあります。チェックが付か

なかった項目から、手を付けやすいも

のを直しましょう。

14個以下

見つけてもらう前に、選択肢から外れ

ているかもしれません。まずは

Googleマップから。

もっと詳しく知りたい方へ

近隣3事業所と比べた「集客力診断（100点満点）」を無料でお届けしています。

https://yoriterra.jp/

運営：株式会社T-holder

info@yoriterra.jp
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